
 

  

 

 

【いろいろな音に出会おう！ 】 

活動のねらい 
楽器玩具遊びを通して色々な音を聞いたり、鳴らして遊ぶことを楽しみ、音に親しむ。 

 

曲に合

音楽 姿

 月には低月齢

月齢や発達段階

に合わせた音の 様々 種類の

玩具に触

 

五感に

手指先

 

テーマ：自然と音のハーモニー １回目２０２５年６月～８月 

エデュケアセンター・めぐろ（０歳児）  

園周辺の自然豊かな環境を活かし、季節の移り変わりを音を通し、子どもたちの自然への興味関心

を更に伸ばしていくためテーマを設定。 



 

  

 

 

【 自然の音に親しもう！ 】 
活動のねらい 

自然の中で五感を使い、音を感じる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

喜ぶ姿

 

感

指さしや喃語が見られる中で、五感を刺激していく

中で、言葉の獲得や感性の発

 

テーマ：自然と音のハーモニー ２回目 ２０２５年１２月 

エデュケアセンター・めぐろ（０歳児）  

園周辺の自然豊かな環境を活かし、季節の移り変わりを音を通し、子どもたちの自然への興味関心

を更に伸ばしていくためテーマを設定。 



 

  

 

 

【 どんな音が出るのかな？ 】 
 

活動のねらい 
色々な楽器に触れ、重たさや感触、音の違いを感じながら五感を育む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（楽器含め） 
 

 

 

テーマ：自然と音のハーモニー ３回目 ２０２６年２月 

エデュケアセンター・めぐろ（０歳児）  

園周辺の自然豊かな環境を活かし、季節の移り変わりを音を通し、子どもたちの自然への興味関心

を更に伸ばしていくためテーマを設定。 



 

  

 

 

【自然の音を見つけよう】 
活動のねらい 

戸外遊びの中で、自然の中の音や子ども自身が見つけた音を楽しむ 

 

 

戸外遊びの中で、様々な音がある事に気が付き自

分たちで音を探す遊びをまずは楽しんだ。 

 

園にある楽器を出して、自由に音を出す事を楽しん

だ。 

た

ので、使い方を紹介しながら自由に遊んだ。

 

踏むと音が鳴る玩具を使って音階を少しず

 

が、

自分たちで並び順を変えるなど音階の理

 

 

音を見つける事を遊びの中で楽しみながら

 

エデュケアセンター・めぐろ（１歳児）  

テーマ：自然と音のハーモニー  １回目 ２０２５年６月～７月 

園周辺の自然豊かな環境を活かし、季節の移り変わりを音を通し、子どもたちの自然への興味関心

を更に伸ばしていくためテーマを設定。 



 

【環境をデザインする】 

・準備したもの：楽器 

 
【活動内容、子どもの姿、保育者との関わり】 

前回は自然の音を発見して遊ぶことを楽しんだので、秋は実際の楽器を遊びに取り入れて楽しんだ。楽

器の使い方を年上の友だちと一緒に学び、知る事で音への関心も高まっている様子だった。楽器を初

めて見る子どももいたので、保育者が見本で使い方を見せると興味を持って「やる！」と遊ぶ事が出来

ていた。 

【気づきや振り返り】 

楽器の名前も自分たちから聞いてくるなど知識を増やしている様子だっ  た。次は実際に自分たちで簡

単な楽器を作って遊べるようにしていく。 

  

 

 

【 いろいろな音を知る 】 
 

活動のねらい 
楽器の使い方を知り、音を奏でる楽しさを知る。 

生活の中で、様々な音がある事に気が付き言葉で表現する事を楽しむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園周辺の自然豊かな環境を活かし、季節の移り変わりを音を通し、子どもたちの自然への興味関心

を更に伸ばしていくためテーマを設定。 

テーマ：自然と音のハーモニー  ２回目 ２０２５年８月～９月 

エデュケアセンター・めぐろ（１歳児）  



 

【環境をデザインする】 

・準備したもの：ペットボトル、どんぐり 

 
【活動内容、子どもの姿、保育者との関わり】 

戸外遊びの中でどんぐりを拾う事を楽しんでいたが、小さいサイズのどんぐりは誤飲の可能性

がある為、子どもたちに持ち帰る事を禁止していた。担任が一つの袋に入れて持ち帰り、ペットボ

トルに入れて見ると音が鳴る事に子どもたちが気が付き楽器作りが始まった。どんぐりの量を調

節してみたり、ペットボトルの大きさを変えてみたりと様々な種類の楽器を作ることが出来た。「見

て！」と声を出して遊びの中で音を鳴らしてみたり、音楽に合わせて鳴らしてみたりと楽しむ様子

が見られた。 

【気づきや振り返り】 

音に関心を持ち、生活の中で様々な音に気が付いて友だちや保育者と共有する楽しさを知るこ

とが出来た１年になった。 

  

 

【 楽器を作る楽しさを知る 】 
活動のねらい 

自然の物を使って楽器を作り、遊びに取り入れる。 

どんぐりを入れる量を調節して音の変化を楽しむ。 

 

 

 

テーマ：自然と音のハーモニー  ３回目 ２０２５年１２月～２０２６年１月 

エデュケアセンター・めぐろ（１歳児）  

園周辺の自然豊かな環境を活かし、季節の移り変わりを音を通し、子どもたちの自然への興味関心

を更に伸ばしていくためテーマを設定。 



 

  

 

 

【 いろいろな音を発見しよう！ 】 
活動のねらい 

夏ならではの水遊びを通じてどんな音があるのかを知り、音の楽しさに気がつく。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

夏の間行 水 生 活動

使  

・氷の音 

音がす ので、

声かけ

音 様

キ キ かけ

 

・タライにあたる水の音 

の 面が

が

の気持

が 「ザーザー 言

」「 雨の日 行

が出 のが  

音が存 が

者の声掛け

かけ れに 付

日常 気が付

同 使

期は の音 発見 良 感

 

エデュケアセンター・めぐろ（２歳児）  

テーマ：自然と音のハーモニー  １回目 ２０２５年８月～２０２５年９月 

園周辺の自然豊かな環境を活かし、季節の移り変わりを音を通し、子どもたちの自然への興味関心

を更に伸ばしていくためテーマを設定。 



 

  

 

【 いろいろな音を発見しよう！ 】 
活動のねらい 

秋の自然に触れながら音を楽しむ。 

 

 

同じ音を探そう 

公園に

宙

 

 

木の実（どんぐり）を使って音を鳴らそう 

るのか、

 

 

テーマ：自然と音のハーモニー  ２回目 ２０２５年１０月～２０２６年１１月 

エデュケアセンター・めぐろ（２歳児）  

園周辺の自然豊かな環境を活かし、季節の移り変わりを音を通し、子どもたちの自然への興味関心

を更に伸ばしていくためテーマを設定。 



 

  

 

 

【 いろいろな音を発見しよう！ 】 

活動のねらい 

風の音から様々な表現方法を発見する 

【環境をデザインする】 

・準備したもの：楽器・画用紙 
【活動内容、子どもの姿、保育者との関わり】 

３回目のテーマは「風」にして行いました。まずは「風ってどん

な音がするかな？」と問いかけてみると、 

「ビュンビュン」「ビュー」などの擬音が出てきたほか、「フー」と

口で風を吹いて表現する子どももいました。 

さらに表現の幅を広げるため、以下の３つの方法を用意し問

いかけながら行いました。 

①音で表現 

楽器を用意し風の音を表現したのですが、単純に楽器を楽し

む姿がありながらも、それぞれが思う風の音を鳴らしていまし

た。棒を使い音を鳴らす楽器や連続して鳴る音の楽器が多か

った印象です。 

②からだ（動き）で表現 

腕やからだを大きく使い、横に動かす動きが多く感じました。

回転したり勢いをつけたりしていましたが、悩んでいる子ども

もいました。 

③色で表現 

予想通り水色、青、白などの寒色系を選ぶ子どもが多かった

のですが、予想していなかった赤を選ぶ子どもいました。 

【気付き・振り返り】 

どの表現方法も自由でさまざまありました。想像していなかっ

た表現もあり、新しい発見もできて面白かったです。しかし、さ

まざまあった中でも似通った表現もいくつかありました。日々

の生活や遊びの中で自然とそういった感性が身につい ている

のではないかとも思いました。その子どもそれぞれの感性を大

切に、のびのびと育てていきたいと思いました。 

エデュケアセンター・めぐろ（２歳児）  

テーマ：自然と音のハーモニー  ３回目 ２０２６年１月～２０２６年２月 

園周辺の自然豊かな環境を活かし、季節の移り変わりを音を通し、子どもたちの自然への興味関心

を更に伸ばしていくためテーマを設定。 



 

  

 

 

【 水の音・音の大きさと小ささ・振動について学ぼう 】 
活動のねらい 

水の音を体感しながら聞いてみる。 
ハンドベルを使用して音の高い、低い、大きい、小さいの違いを知る。 

糸電話を使って振動について学ぶ。 
 
 
 

 
 

【活動内容、子どもの姿、保育者との関わり】 
【水の音】 

普段遊んでいる水遊びでは気付かなかった水がはじく音に対して

「パラパラなおとがみずのりょうがすくないとき、おおいときはド

ドドっておとがするよ」などと水量の違いが音の変化も生むこと

に気づいた様子であった。 

【ハンドベル】 

2 まずはハンドベルを用意して高い音、低い音の違いを体感し、広

い部屋の空間で聞いた音、狭い空間で聞いた音の違いを体感し

た。「どんな音に聞こえる？」と聞くと「ひろいところだとながくきこ

える！」と、響きの違いや反響の時間差に気付いたり、「せまいダ

ンボールのへやだとおとがおおきい！」と音の大きさに気付いた

り、「せまいとちょっとこわいおとにきこえる」と、不快な音に感じ

た子どもの姿も見られた。 

【糸電話】 

糸電話を使用して、声が空気を振動させ、その振動がコップの中

から糸を伝って相手のコップに伝わる仕組みを体感し「こんなほ

そいいとにしんどうってつたわるの？」と、振動について興味関

心が深まった様子であった。 

 

【気付き・振り返り】 

次回は振動の振れ幅の小ささ、大きさの違いを目で見て体感

で                                    きるような体験を実施し、子どもたちの探究心を更に深めていき                  

たい。 

 

 

 

3 

エデュケアセンター・めぐろ（３～５歳児）  

テーマ：自然と音のハーモニー  １回目 ２０２５年８月～２０２５年９月 

園周辺の自然豊かな環境を活かし、季節の移り変わりを音を通し、子どもたちの自然への興味関心

を更に伸ばしていくためテーマを設定。 



 

 

  

 

 

【  振動について学ぼう・木の音、枯葉の音を聞いてみよう 】 

活動のねらい 

太鼓の膜とボールを通して振動の大きい小さいを学ぶ。 

枯葉を踏みしめる音を聞いてどんな音が聞こえるか、どんな楽器の音に聞こえるか想像する。 

木の音・鼓動を聞いてみる。 
 

2 

3 

 

  【活動内容、子どもの姿、保育者との関わり】 
【太鼓】 が大

太鼓の膜の“ ” 起

目 見 達

の振動 「

」 以

体験

方が良  

【 】 踏 「 音が聞

？」「 楽器の音に ？」 事  

「 の ？」「

」

の探究心が深 時間 「

」「 」 様々  

【木の音】 使用 木

が子 差

「

、様々な木 姿が

サガ 」「 様

録

「 」 ぶ

の姿

自然物

取

音 物の質の 音  

の鼓動の正体 明確 判明

子 一緒に木の鼓動の

正体  

エデュケアセンター・めぐろ（３～５歳児）  

テーマ：自然と音のハーモニー  ２回目 ２０２５年１０月～２０２５年１１月 

園周辺の自然豊かな環境を活かし、季節の移り変わりを音を通し、子どもたちの自然への興味関心

を更に伸ばしていくためテーマを設定。 



 

 

 

 

【 木の音を聞いてみよう・手作りおもちゃで振動を体感してみよう 】 
活動のねらい 

聴診器を使い木の音を聞いてみる。 
ギター作りを通して振動を体感する。 

聞こえた木の音の正体を想像し、絵でデザイン・表現する 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【環境をデザインする】 

・準備したもの(聴診器・画用紙・絵具・クレヨン) 

【活動内容、子どもの姿、保育者の関わり】 

①《聴診器》聴診器で木の音を聞いてもらい、どんな音

が聞こえるか問いかけると「ドンドン」「ゴゴゴ」「ザワザ

ワ」などと様々な声が聞かれた。子ども達は一体どんな音

が聞えるのかワクワクした様子で楽しんでいた。また、大

人が聞える音と子どもが聞える音とでは低い・高いなどの

差があり非常に面白い体験ができた。 

②≪ギター作り≫様々な輪ゴムの幅をティッシュ箱につけ、

音の違いを体感してもらった。細い輪ゴムは高い音、太い輪

ゴムは低い音、などと音の違いを感じたり振動の様子をじっ

くり観察することが出来た。振動して音が聞える仕組みを分

かりやすく体感することが出来た。 

②《デザイン・表現する》 

木の音の正体は明確な正解がないということなので、前回

行った活動で出た子どもたちに思い出してもらうように問い

かけ、子ども達に想像してもらい、想像した音の正体を絵

で表現してもらった。「にんげんがすんでいるおと」「きが

おみずをのんでいるおと」「きっとむしがなかにすんでい

るんだよ！」 

「きがダンスをおどっているとおもう」「うみのおとがし

たからうみがひろとつながっているんだよ」などと様々な声

が聞かれ、子ども達はおもいっきり絵で表現していた。 

【気付き、振り返り】 

こちらの問いかけに、想像力豊かに考え、普段発言しない

子も発言する良いきっかけにもなった。明確な正解がない

からこそ、子ども達にたくさん想像してもらうことが出来

た。「こんどはつちのなかのおとをききたい！」と、更な

る探求心が広がっていた。 

エデュケアセンター・めぐろ（３～５歳児）  

テーマ：自然と音のハーモニー  ３回目 ２０２５年１２月～２０２６年１月 

園周辺の自然豊かな環境を活かし、季節の移り変わりを音を通し、子どもたちの自然への興味関心

を更に伸ばしていくためテーマを設定。 


